
● 訪問先・期間・メンター

・ St. Vincent Indianapolis Hospice

 8450 North Payne Road, Suite 100,

Indianapolis, Indiana 46268

 2011年5 20 -6

 Dr. Eriko Onishi

・ Grimsby Medical Associates

 155 Main Street, Lower Level, Suite 100

Grimsby, Ontario L3M 1P2

 2011年6 6 -6

 Dr. Heather Roelfsema

●

発展途上の分野である家庭医療・ホスピスについて勉

るための礎とする。

● 研究内容（Indianapolis）

St. Vincent Indianapolis Hospiceというホスピスに

いた）について、患者さんを

ほか、多職種カンファレンスに参加したり、

た患者さんの診察、患者さん家族とのコミュ

けられ、例えばホスピス医療がよりシステマティック

に運営されていたことや、使われていた薬、

“Bereavement Counseling（死別を経験した家族をサ

ポートするカウンセリングのこと）”が全ての遺族に

様々なことに気付くこ

とができた。ただ、患者さんのQOLを最重視すること、
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を最重視すること、

コミュニケーションが重要な役割を果たすことなどの

からずあり、経管栄養を減らしていくことができなか

ったり、不穏の患者さんのモルヒネの量を増やすこと

体であった

くことができ、特にホスピスの患者さんは医学的に極

端な患者さん（末期の肝硬変の

の患者さんなど）が多かったので、様々

継続的に患者さんをみる」といった

う機会はなかったので、ホスピスや緩和ケアについて、

医学的なことや制度的なことなど、多くのことを体系

的に学ぶことができた。そして、アメリカという国に

おけるホスピスの位置づけと、それらが健康指標・医

もそも普及率が極めて低いことなど

することができた。

このほか、Indianapolis では、
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ュニケーションをとったり、診察したりする機会はあ

療制度などについての知識も乏しかった私としては、

することのできた2週間であったように思う。例えば、

ったり、薬の名前をきちんと学習したり（商品名が分

えたりなど、次の 2 週間のためにも必要な、たくさん

のことを勉強することができた。

アメリカの医療というものをみることができたように

がきちんとシステム化されていたり、家庭医の職務範

病院の集約化や病診連携が進んでいたりと、多くのこ

●研究内容（Grimsby）

実習させて頂いたクリニックは“Grimsby Medical

Associates”というクリニックで、雑居ビルの地下 1

階にあった。医師は8 6

1

対し看護師が1 4-6

して会計担当の事務員が 3-4

としては、医師1 3つ（1部屋で診

察している間、他の部屋には他の患者さんが待機した

り、予診をとられたりしていた）と、医師 3

1つ、この他、

ナースステーションや医師の控え室、トイレなどがあ

内視鏡などについては、すぐそばに総合病院（West

Lincoln Memorial Hospital）があったので、そちらに

お願いしているとのことであった。

との共通点や差異などに直に触れるほか、時には予診

がら、外来診療のスキルアップを図るといったような

ものであった。また、外来でみている患者さんが隣接

するWest Lincoln Memorial Hospital

は、ここの医師が主治医として病棟業務に携わるそう

West Lincoln

MemorialHospitalに外科医が2

術の際はMedical Associates

1

実際の実習であるが、正直最初は、予診をとったり

取るのが難しかったり、聞き取れても単語の意味が分

法（乳児の診察や眼底の診察、直腸診など）をやる機

会があり、チャーティングもその“お作法”や症状の

ながら、場数を踏むことで次第に要領は得られるよう

必要なスキルであることから、本当に充実した、有意

義な実習となった。

扱う疾患はそれほど変わりなかったが、たまに強直

commonである疾患の患者さんを、み

る機会があった。

た。また、“Circumcision 2週の男児の

を、最も思い知らされた瞬間であった。

以上が、Grimsby における家庭医療実習の内容であ

る。
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● 考察

今回の実習の成果は、「（英語とは無関係な）医学的

知識・技術の向上」、「英語による医療現場でのコミュ

3

きるかと思う。

1

本でも学ぶことはできるが、その機会がなかった」も

もそも避けられている」ものの2点それぞれに関して、

とも含めて）勉強できたこと、またカナダでは、乳児

ったように思う。

2

すいよう配慮された英語（外国語講師の英語など）」で

あるので、現地に 1

医療者や患者さんとのコミュニケーション、チャーテ

に効率よく学ぶことができた。私の場合は、患者さん

のサマライズや形式的なプレゼンテーションの機会

（主に病棟におけるスキル）があまりなかったことか

ら、これらについては、将来的に、別途学ぶ機会を設

けたいと思う。

3

いった感想を、多々抱くことができた。全体的に、実

かと思うので、いったん外に出てみて、より客観的な

であるかと感じた。

以上が、今回の実習で得られた成果である。

に感謝の意を表しつつ、筆を置きたいと思う。


